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取組の沿革
○平成８年頃以降の鹿児島大学、大阪大学におけるＳＣＳを活用した学部レベルの授業実践
○法科大学院設置準備過程（平成14年～平成16年3月）

・九州大学・鹿児島大学での教育連携の検討過程
・熊本大学の参加、設置審での実地調査での３大学での実演

○法科大学院形成支援プログラム（平成16年度～平成18年度）
・九大、鹿大、熊大（３大学）を基盤にしたシステム構築
・琉球大学が参加し「九州・沖縄法科大学院教育連携協定」の締結

○法科大学院等専門職大学院教育推進プログラム（平成19年度～20年度）
・琉球大学に遠隔講義システムを設置、4大学での授業展開の確立

授業を支えるシステムの概要
◎Ａ：授業支援システム（シラバス・システム）

・複数の大学による共通のプラットフォームでの授業進行管理と学修支援
◎Ｂ：教室間遠隔講義システム

・３大学間の双方向多方向かつ１拠点から３大学すべての授業展開が可能
・タッチパネルによる簡易な操作が可能
・３大学以外とも同一通信規格のテレビ会議システムとの接続が可能（各拠点に操作者が必要）
・ＰＣ画像の送受信、他のメディアの外部接続が可能
・録画が可能

○Ｃ：移動式遠隔講義システム
・同一建物内の任意の教室に持って行くことで、その教室を拠点に遠隔講義が可能。

○Ｄ：ロイヤリング技能教育用テレビ会議システム
◎Ｅ：パソコン間テレビ会議システム
◎Ｆ：オンデマンド映像配信システム
○Ｇ：ネットワークカメラ
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ＩＣＴの活用が実践された授業科目（例）

○複数大学に受講者いる形式の実践例
【法律基本科目】

・刑事法総合（H16～18：3年次対象必修：ＡＢ複数拠点）：九大、鹿大
【基礎法隣接科目】

・司法政策論（H19～25：1年次対象選択：ＡＢＣＥＦ複数拠点）：九大、鹿大、熊大、琉大
・法社会学（H19～H21：1年次選択：ＡＢＥ）：鹿大→熊大
・日本法制史（H16～H24：2年次選択：ＡＢ）：熊大→鹿大

【実務基礎科目】
・法情報論（H16～24：1年次：ＡＢＥ複数拠点）：鹿大〔必修〕、九大〔H16～18必修、H19～24選択〕
・民事模擬裁判（平成19年～24年度：2年次選択必修：ＡＢＦ複数拠点）：鹿大、熊大、（Ｈ19～20琉大）

【展開・先端科目】
・子どもと法（H16～22：2年次選択：ＡＢ複数拠点）：九大、鹿大、熊大
・少子高齢社会と法（H16～H21：2年次選択：ＡＢ複数拠点）：九大、鹿大、熊大、琉大
・知的財産法/知的財産法問題演習（H18～24：2年次選択：ＡＢ）：九大→鹿大
・消費者法（H16～22：2年次選択：ＡＢ）：九大→熊大
・民事執行・保全法（H22～24:2年次選択：ＡＢ）：九大→鹿大
・インターネットと法（H16～H24：2年次選択：ＡＢ）：九大→鹿大

○他大学への講義の実践例
【法律基本科目】

・刑事訴訟法（H16：1年次必修：ＡＢ）：九大→鹿大
・刑法/刑法問題演習（H21～22：1年次必修：ＡＢ）：九大→鹿大
・行政法/行政法問題演習（H22：1年次/2年次必修：ＡＢ）：九大→鹿大
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授業科目以外でのＩＣＴの活用実践（例）
○ＦＤ活動

・授業アンケートの公表（現在受講者と新規受講者）：Ａ
・授業の収録、映像のオンデマンド配信による相互評価：ＡＦ

○修了生支援
・遠隔地の自宅における修了生ゼミへの参加：ＡＥ
・遠隔地の自宅における修了生ゼミやセミナーのライブ視聴：ＡＧ
・遠隔地の自宅における修了生ゼミやセミナーのオンデマンド配信の視聴：ＡＥＦ

○リカレント教育

・複数遠隔拠点でのリカレント・セミナーの開催：ＢＣＤ（九州リーガルリカレント研究会・中央大学法科大
学院など）

・司法修習生/地域専門職向けロイヤリング実践セミナー：ＢＤＦ
○連携協議会や研究会の開催

・九州・沖縄法科大学院教育連携：ＢＣ
・九州リーガルリカレント研究会：ＢＣ

○遠隔地への学会・研究会へ報告
・鹿児島大学→情報ネットワーク法学会、北海学園大学ＦＤ研究会：Ｅ
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